
  

  

  

工学研究科  

本研究科の博士前期課程は，科学技術の未来を支えるに足る工学の基礎と実践的な教育のもとに，優れた研究・開発

能力を持つ研究者又は高度な専門的知識・能力・技術を持つ高度専門職業人の育成を目的とする。 

本研究科の博士後期課程は，現代社会の新たな要請に応えることを目指した基礎的かつ創造的な研究指導のもとに，

科学技術について，創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者・技術者の育成を目的とする。 

 

機械工学専攻 

機械工学専攻の博士前期課程は，機械工学の未来を支えるのに十分な工学の基礎的かつ実践的な教育や研究活動のも

とに，優れた研究・開発能力を持つ研究者または高度な専門的知識・能力・技術を持つ高度専門職業人の育成を目的と

する。 

機械工学専攻の博士後期課程は，現代社会の新たな要請に応えることを目指した基礎的かつ創造的な研究活動のもと

に，機械工学について，創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者・技術者の育成を目的とする。 

 

電気電子情報工学専攻 

電気電子情報工学専攻の博士前期課程は，本学及び本学工学研究科の教育研究上の目的の下に，現代社会の持続的発

展を支える電気工学，電子工学，通信工学，情報工学及びこれらの融合領域について，専門的知識を体系的に身に付け，

人類社会の要請に主体的，実践的に対応できる技術開発の担い手の育成を目的とする。 

電気電子情報工学専攻の博士後期課程は，本学及び本学工学研究科の教育研究上の目的の下に，現代社会の持続的発

展を支える電気工学，電子工学，通信工学，情報工学及びこれらの融合領域について，高度な専門的・学術的知識を体

系的に深く理解し，人類社会の要請に主体的，実践的に対応できる研究開発や学術の担い手の育成を目的とする。 

 

応用化学専攻 

応用化学専攻の博士前期課程は，我々の日常生活をより豊かにする新規機能性材料を創製するための，または地球環

境の保全に寄与しエネルギー問題を解決するための高度な専門知識と研究開発能力を有する主体性に富んだ技術者・研

究者の育成を目的とする。 

応用化学専攻の博士後期課程は，博士前期課程に掲げた能力に加え，新たな分野を開拓できる創造能力を有する研究

者の育成を目的とする。 

 

経営工学専攻 

経営工学専攻の博士前期課程は，旧来の理系・文系の枠にとらわれない分野横断的な学際研究を目指し，システムズ

アプローチにより問題発見・分析・解決・評価を行う能力の育成を図ることにより，経営工学あるいは情報システム関

連分野の技術者として，自立活動するに十分な基礎力と幅広い学識を身に付けたうえで，科学的技術・手法に基づいて

問題解決する実践的システム技術者の育成を目的とする。 

経営工学専攻の博士後期課程は，独立した研究活動を行うに十分な基礎力と豊かな学識を身に付けたうえで，最先端

の最適化技術・システム技術を基盤として，広く社会に役立つ研究開発を先導的に推進する研究者，教育者，高度専門

技術者の育成を目的とする。 

 

建築学専攻 

建築学専攻の博士前期課程は，「様々な機能と諸技術，そして美とを調整し，それらの最善の総合化を図ることによっ

て，人間の多様な営みにとって使いやすく，安全で快適，かつ感動を呼ぶ持続可能な空間や形態・環境を創造すること」

という『建築の目的』を達成できる人材として，先端的知識を要求される問題にも直ちに参加できる技術者，専門家の

育成を目的とする。 

建築学専攻の博士後期課程は，「様々な機能と諸技術，そして美とを調整し，それらの最善の総合化を図ることによっ

て，人間の多様な営みにとって使いやすく，安全で快適，かつ感動を呼ぶ持続可能な空間や形態・環境を創造すること」

教育研究上の目的（神奈川大学大学院工学研究科規程より抜粋） 



  

  

という『建築の目的』を高度に達成できる人材として，研究者・高度専門技術者の育成を目的とする。 

 

  

工学研究科 博士前期課程 

本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科博士前期課程では，科学技術の未来を支え

る優れた能力を持つ技術者・研究者の育成を，教育目標として定めます。 

わが国は現在，産業構造の変革，エネルギー・環境問題への対応等，従来の教育・研究だけでは解決できない諸問題

に直面しています。このような問題の解決には，自立性と創造性をもち，かつ基礎理論と基礎専門技術を修得した技術

者・基礎的高度研究者が必要とされます。 

本課程では，安心・安全で持続可能な社会と科学技術創造立国の基盤を支える人材を育てることを目指して，学部教

育の基礎の元に，専門基礎知識の修得を通して，自分の考えを表現するためのプレゼンテーション能力の涵養をも含め，

知識基盤社会で活躍できる基礎専門能力を身につけさせることを教育目標として定めます。 

 

工学研究科 博士後期課程 

本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科博士後期課程では，科学技術の未来を支え

る優れた能力を持つ高度専門技術者・高度専門研究者の育成を，教育目標として定めます。 

現在わが国の直面しているエネルギー・環境等の高度に専門的な問題の解決においては，従来の大学院教育・研究だ

けでは解決できません。そこで，博士前期課程で習得した基礎専門理論と基礎専門技術をさらに発展させた高度専門知

識及び実践的な高度専門理論を修得させることが必要とされています。特に，実践力の向上については，国内だけでな

く国際的な学会・研究会，あるいはコンペティションにおいて，先端的研究発表会を行う能力が必要とされます。 

本課程では，安心・安全で持続可能な社会と科学技術創造立国の基盤を支える人材を育てることを目指して，人間社

会と地球環境をとりまく複雑な諸問題を総合的に見通す広い視野と，深い洞察力をもって，自らの知的資産を最大限に

活用しうる能力の涵養を通して，知識社会で活躍できる高度専門能力を身につけさせることを教育目標として定めます。 

 

工学研究科 機械工学専攻 博士前期課程 

本学の教育目標及び本専攻の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科機械工学専攻博士前期課程では，機械工学の

未来を支える研究者や高度専門職業人を育成することを，教育の最終目標としています。 

人工物創成に関わる基盤学問である機械工学の専門分野においては，ものづくり技術は高度化し，しかも生産活動の

グローバル化は益々進展する状況にあります。また，最近では，各分野において持続可能な社会実現に向けた諸活動が

強く求められています。機械工学分野の研究者や技術者には，当然のことながら，従来からの機械工学に関する基礎的

知識や設計・解析能力，ならびに広い視野から状況を分析判断し最適解を導出する広い教養と判断力も要求されます。

また，将来直面する諸問題に対応できる応用力も必要になります。 

本課程では，(1)講義による学修を通した基礎学力の涵養，(2)演習科目による実践的研究課題への取り組みから，設

計・解析に係る応用力の涵養，(3)研究成果を国内外の学会で発表し討論が行えるコミュニケーション能力の涵養，さら

に(4)グローバル社会において，各国各人の立場を尊重理解したうえ，協調性と高い倫理観を備え，他者と協力しながら

活動できる能力を涵養することを教育目標として定めます。 

 

工学研究科 機械工学専攻 博士後期課程 

本学の教育目標及び本専攻の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科機械工学専攻博士後期課程では，機械工学に

ついて創造性豊かで優れた研究・開発能力を持つ研究者・技術者を育成することを，教育の最終目標としています。 

人工物創成に関わる基盤学問である機械工学の専門分野においては，ものづくり技術は高度化し，しかも生産活動の

グローバル化は益々進展する状況にあります。また，最近では，各分野において持続可能な社会実現に向けた諸活動が

強く求められています。機械工学分野の研究者や技術者には，当然のことながら，従来からの機械工学を基礎にした，

総合的な設計・解析能力，ならびに広い視野から状況を分析判断し最適解を導出する広い教養と判断力が要求されます。 

本課程では，最先端の研究課題へのアプローチを通して，総合的な問題解決ならびに問題発見能力の涵養，さらには，

研究チームを主導しグループリーダーとしての研究遂行を通して，リーダーに求められる統率力を涵養することを教育

目標として定めます。 

 

教育目標 



  

  

工学研究科 電気電子情報工学専攻 博士前期課程 

本学の教育目標及び本専攻の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科電気電子情報工学専攻博士前期課程では，電

気・電子・通信・情報工学分野の技術開発の担い手を育成することを教育の最終の目標としています。 

２１世紀の高度情報社会では，従来の専門分野にとらわれず，文理工が融合しているため，その関連分野の幅広い知

識を体系的に身につけ，それを実際に応用する能力，各自が専門とする分野において社会的観点及び学術的観点から重

要とされる課題を解決するための方法の開発に，自発的に取り組む能力，技術開発グループの構成員として主体的かつ

協調的に行動し，技術開発の推進に貢献する能力を養成します。また院生自身が自らの研究開発の成果を国内外で発表

し，報告や論文としてまとめる能力を涵養します。これからの絶え間なく進展する社会の複雑化，情報化，グローバル

化に対応するために，学生が幅広い基礎的能力や俯瞰的なものの見方を修得した上で専門分野を選択し，それぞれの研

究指導へと有機的につながるよう，専門分野に共通するコア科目をコースワークとして配置することにより，幅広い教

育と積極的な異分野融合による技術開発の担い手を育成することを教育目標として定めます。 

 

工学研究科 電気電子情報工学専攻 博士後期課程 

本学の教育目標及び本専攻の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科電気電子情報工学専攻博士後期課程では，電

気・電子・通信・情報工学分野の研究開発や学術の担い手を養成することを，教育の最終の目標としています。 

グローバル化社会において，新しい境界領域・学際領域が生まれており，学生が幅広い基礎的能力や俯瞰的なものの

見方を修得した上で，専門分野に共通するコア科目を体系的に修得することを推進します。またコースワークに加え，

より専門性を重視したリサーチワークにより，電気・電子・通信・情報工学分野及びその関連分野の学術的知識を体系

的に深く理解し，それを教授する能力，各自が専門とする分野において社会的観点及び学術的観点から重要とされる課

題を発見し，これを解決するための方法を開発し，さらに実用へと展開させる能力，研究開発を主導する能力を養成し

ます。さらに研究開発の成果を国際会議等で発表し，他の研究者との討議を通して，最終的に学術論文としてまとめる

能力を涵養します。こうした能力を涵養することによって，従来の専門分野に加えて，学問体系の学際的・横断的研究

に柔軟に対応し，学際的新分野，学術，科学・技術の進展に柔軟に対応できる積極性，創造性豊かな研究者，技術者を

養成することを教育目標として定めます。 

 

工学研究科 応用化学専攻 博士前期課程 

本学の教育目標及び本専攻の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科応用化学専攻博士前期課程では，将来の化学

産業を支える主体性に富んだ技術者・研究者の育成を，教育の最終の目標としています。 

化学産業は医薬・化粧品・触媒などの化学物質を作り出すだけではなく，電気・機械・建築等種々の産業を支える物

質や材料を供給する最も根源的な産業です。しかも，現代の知識基盤社会ではニーズが多様かつ絶えず変化し，これに

対応した新しい機能を持つ物質・材料を短期間で生み出す必要があり，高度な専門知識と共に研究推進能力を持つ者が

求められています。 

本課程では，学部段階で学んだ化学の基礎力をまず充実させ，次に新規機能性材料の創製，または環境・エネルギー

に関する技術革新に貢献できる高度な専門知識を教授し，さらに研究の最前線にいる教員が個別の研究課題に対して研

究を推進させる方法を教授します。これらの教育を通し，実験結果を論理的に考察し，次の実験を計画できる能力，研

究領域の背景から最新の報告まで理解する能力，そして学会で発表し，討論できる能力を身につけさせることを教育目

標として定めます。 

 

工学研究科 応用化学専攻 博士後期課程 

本学の教育目標及び本専攻の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科応用化学専攻博士後期課程では，将来の化学

産業を支える主体性に富んだ研究者，または大学・研究所において新しい研究分野を開拓できる独創的な研究者の育成

を，教育の最終の目標としています。 

化学産業は医薬・化粧品・触媒などの化学物質を作り出すだけではなく，電気・機械・建築等種々の産業を支える物

質や材料を供給する最も根源的な産業です。しかも，現代の知識基盤社会ではニーズが多様かつ絶えず変化し，これに

対応した新しい機能を持つ物質・材料を短期間で生み出す必要があり，高度な専門知識と共に独創的な研究提案力・研

究推進能力を持つ者が求められています。 

本課程では，博士前期課程で学んだ高度な専門知識と研究を推進させる方法をさらに充実させ，新規機能性材料の創

製，または環境・エネルギーに関する技術革新に貢献できる，より高度で最新の専門知識を教授します。さらに研究に

ついて討論できる能力，研究課題を提案できる能力，専門誌へ投稿する論文の作成能力，そして研究指導能力を身につ

けさせる教育を行うことを教育目標として定めます。 



  

  

工学研究科 経営工学専攻 博士前期課程 

本学の教育目標及び本専攻の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科経営工学専攻博士前期課程では科学的技術・

手法に基づいて問題解決する経営工学あるいは情報システム関連分野の実践的システム技術者の育成を，教育の最終の

目標としています。 

経営工学や情報システムの背景として，いつでもどこでもリアルタイムに情報を授受できる情報社会において，小さ

な部品レベルの産業分野，単一の学問分野あるいは従来の１つのセクター（学問分野）だけでは解決できない社会的課

題が益々山積しています。人間・社会・自然・資源環境・人工物等をシステムという観点から横断的に探究し，俯瞰的

で総合的な手法で課題解決をすることが求められます。 

本課程では，高度な実践的システム技術者になる専門家を育成するため，横断的・俯瞰的な理論，手法，高度な専門

的知識の学修を通じて，問題発見，解決方法及びシステムズアプローチを実践でき，大規模複雑化した社会の中から問

題解決できる高度な能力を涵養することを教育目標として定めます。 

 

工学研究科 経営工学専攻 博士後期課程 

本学の教育目標及び本専攻の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科経営工学専攻博士後期課程では科学的技術・

手法に基づいて問題解決する経営工学あるいは情報システム関連分野のシステム研究者の育成を，教育の最終の目標と

しています。 

経営工学や情報システムの背景として，人間・社会・自然・資源環境・人工物等をシステムという観点から横断的に

探究し，俯瞰的で総合的な手法で課題解決をすることが求められます。さらに，システムへのニーズは大きく激変し，

将来を見据えた経営戦略やシステム開発の方法論が必要とされています。 

本課程では，高度なシステム研究者を育成するため，横断的・俯瞰的な理論，及び実践的な問題発見，解決方法，シ

ステムズアプローチの学修を通じて，大規模複雑化した社会の中から問題解決でき，人間・社会・自然・資源環境・人

工物等をシステムという観点から横断的に研究できる総合的な能力を涵養することを教育目標として定めます。 

 

工学研究科 建築学専攻 博士前期課程 

本学の教育目標及び本専攻の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科建築学専攻博士前期課程では，先端的知識を

要求される建築の諸分野の問題に，積極的に立ち向かえる専門的技術者の育成を教育の最終目標としています。 

これからのグローバル化した国際社会における新しい建築学分野では，益々人と環境との関係をどう築いて行くのか

が大きなテーマとなります。こうした動きの中で，新しい時代を切り開いていく人材としては，専門的な建築分野の知

識だけではなく，多様な興味や関心で育まれる広い知識や教養とともに新しい諸技術を総合化していく能力が必要とさ

れます。また，自らの力を発揮し，社会で自らの役割を担うためには，広く社会と関わることが求められ，そのために

は，コミュニケーション能力も必要とされます。こうした自己を表現するための多様な能力の基礎を研究と教育を通し

て学ぶとともに，修了後も時代の変化に対応していくために，自らを鍛えていく姿勢が必要とされます。 

このように本課程では， 教育並びに研究を通して，様々な基礎能力を携え，日本そして世界に貢献することのできる

専門家として自立できる人材の育成を教育目標として定めます。 

 

工学研究科 建築学専攻 博士後期課程 

本学の教育目標及び本専攻の教育研究上の目的等を踏まえ，工学研究科建築学専攻博士後期課程では，先端的知識と

技術を要求される建築の諸分野で，率先して新しい建築分野を切り開いていける高度な研究者・専門技術者の育成を教

育の最終目標としています。 

これからの新しい建築学分野では，益々人と環境との関係をどう築いて行くのかが大きなテーマとなります。こうし

た動きの中で，新しい時代を切り開いていく人材としては，建築分野の専門知識だけではなく，多様な興味や関心で育

まれる広い知識と教養をもとに新しい諸技術を総合化し，応用していく能力が必要とされます。また，自らの力を発揮

し社会で自らの役割を担うためには，広く社会と関わることが求められ，そのためには，高度なコミュニケーション能

力もプレゼンテーション能力も必要であり，国際化社会にあっては，語学力も必要とされます。こうした自己を表現す

るための多様な能力は，在学中の研究・教育だけでは足りず，むしろ，修了後も高度な研究者・専門技術者としての立

場を維持するために，絶えず自ら研鑽していくという強い姿勢が求められます。 

このように本課程では， 教育並びに調査・研究を通して，自らを高め続けることで，日本そして世界に貢献できる高

度な研究者・専門技術者として自立できる人材の育成を教育目標として定めます。 

 

 

 



  

  

  

工学研究科 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本研究科博士前期課程では，各専攻におけるカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，提出した修士論文が審査の

うえ合格と判定された者は，以下に掲げる能力を身につけていると判断され，修士（工学）の学位が授与されます。 

１．専門分野における知識を体系的に身につけ，それを実践的に応用する能力 

２．専門分野における諸課題を見つけ出し，解決策を自ら見出す能力 

３．協調性と高い倫理性をもって，他者と協力して研究開発を遂行する能力  

４．研究成果を発表し，論文としてまとめる記述力及びコミュニケーション能力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本研究科博士前期課程では，十分な専門基礎知識と高度な専門知識を兼ね備え，急速に技術革新が進行している状況

に柔軟に適応しうる実践的な技術者を育成するために，以下に示した方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．幅広い講義科目を用意し，専門に関する高度な知識，及び専門以外の関連分野に関する幅広い知識を教授します。 

２．教員の指導の下に，社会的学術的観点から重要な研究課題に取り組むことで課題解決能力を涵養し，技術開発能

力を育成します。 

３．国内外の学会発表や中間審査を通し，論文記述能力ならびにプレゼンテーション能力育成のための指導を行いま

す。 

４．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育能力を高める経験を積む機会を用意しています。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本研究科博士前期課程では，以下のような学力や意欲を有する人を受け入れます。 

１．各専攻分野における基礎学力を有する人 

２．専門分野をより深く修得し，人類社会にとって有用な技術開発を行うことに熱意と意欲を有する人 

 

工学研究科 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本研究科博士後期課程では，各専攻におけるカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，提出した博士論文が審査の

うえ合格と判定された者は，以下に掲げる能力を身につけていると判断され，博士（工学）の学位が授与されます。 

１．専門分野における学術的知識を体系的に深く理解し，それを教授する能力 

２．専門分野における社会的学術的視点から重要とされる課題を見出し，解決策を考え，さらに展開させる能力 

３．協調性と高い倫理性をもって研究開発のリーダーとして，研究開発を主導する能力 

４．研究開発の成果を国際会議等で発表し，他の研究者との討議を通して，学術論文としてまとめる能力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本研究科博士後期課程では，高度な学術的知識を体系的に深く理解し，人類社会の諸問題の解決に向け，未来を開拓

する先端的研究開発に従事する技術者ならびに研究者を育成するために，以下に示した方針でカリキュラム・ポリシー

を設定しています。 

１．高度な講義科目を用意し，専門に関する最先端の高度な知識を教授します。 

２．教員の指導の下に，学部学生や博士前期課程学生を率いて高度な研究課題を解決する能力やグループを統率する

能力を涵養し，専門的な研究開発能力を育成します。 

３．国際学会における研究発表を通し，国際的コミュニケーション能力を育成します。 

４．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用意しています。 

 

研究科・専攻の基本方針（3つのポリシー） 



  

  

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本研究科博士後期課程では，以下のような学力や意欲を有する人を受け入れます。 

１．各専攻分野における高度な学力を有する人 

２．国際的に活躍する意欲を有する人 

 

機械工学専攻 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士前期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，提出した修士論文が合格と判定された者は，機械

工学の基本的知識や技術者としての倫理観，英語を含めたコミュニケーション能力に加え，さらに以下のような能力を

備えていると判断され，修士（工学）の学位が授与されます。 

１．「モノを作ってそれを動かす」という機械工学及びその周辺の専門知識と技術を身につけ，それを発展させる能力 

２．専門分野における諸課題を見つけ出し，豊かな発想力もって，それを解決する方法を主体的に探索する能力 

３．協調性と高い倫理性をもって，他者と協力して研究開発を遂行する能力 

４．研究成果を発表し，他者と議論し，論文としてまとめる記述力，表現力，コミュニケーション能力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本専攻博士前期課程では，優れた研究・開発能力を持つ研究者又は高度な専門的知識・能力・技術を持つ高度専門職

業人を育成するため，以下に示す方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．機械工学の専門分野において，身につけておくべき内容を厳選した上で必修科目として，これらすべてを１年前

期に履修させます。これらの科目は標準的な問題による試験により成績評価を行います。 

２．１年次の「機械工学輪講」において，機械工学に関する共通のテキストを用いた英語読解の指導を行います。 

３．修士論文作成における中間審査や最終審査を通した集団指導を行います。 

４．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育能力を高める経験を積む機会を用意しています。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本専攻博士前期課程では，以下のような学力や意欲を有する人を受け入れます。 

１．「モノを作ってそれを動かす」という機械工学における専門分野及びその周辺領域の基礎学力や能力を備えた人

２．協調性と高い倫理性をもって，広く社会に貢献しようとする強い意欲と可能性を有する人 

３．豊かな発想力を持つとともに，学習・研究活動に対して，強い意欲を持つ人 

 

機械工学専攻 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士後期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，提出した博士論文が合格と判定された者は，機械

工学の発展的知識や技術者としての高い倫理観，英語を含めたコミュニケーション能力に加え，さらに以下のような能

力を備えていると判断され，博士（工学）の学位が授与されます。 

１．「モノを作ってそれを動かす」という機械工学及びその周辺の専門知識と技術を深く理解し，それを教授する能

力 

２．専門分野における諸課題を見つけ出し，卓越した発想力を発揮して，それを解決する方法を発見し，新たな手法

の開発へと発展させる能力 

３．協調性と高い倫理性をもって，リーダーシップを発揮し，研究開発を遂行する能力 

４．研究成果を国際的な会議で発表し，他者と議論し，学術論文としてまとめる記述力，表現力，コミュニケーショ

ン能力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本専攻博士後期課程では，機械工学について，創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者・技術者を育成する

ため，以下に示す方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．機械工学の高度な講義科目を用意し，最先端の学術的知識を教授します。 

２．教員の指導の下に，専門分野における諸課題を見つけ出し，それを解決する方法を発見し，他者と協力して，協



  

  

調性と高い倫理性をもって研究開発を遂行する能力を育成します。 

３．研究成果を国際会議等で発表し，他者と議論し，論文としてまとめる記述力，表現力，コミュニケーション能力

を育成します。 

４．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用意しています。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本専攻博士後期課程では，以下のような学力や意欲を有する人を受け入れます。 

１．「モノを作ってそれを動かす」という機械工学における専門分野及びその周辺領域の高い学力や能力を備えた人 

２．協調性と高い倫理性をもって，広く社会に貢献しようとする強い意欲と可能性を有する人 

３．卓越した発想力を持つとともに，研究活動に対して，強い意欲を持ち，将来は研究開発において国際的に活躍す

ることを志向している人 

 

電気電子情報工学専攻 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士前期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，提出した修士論文が専攻内規に則って審査され合

格と判定された者は，工学部電子情報フロンティア学科のディプロマ・ポリシーに掲げた能力，すなわちその対象とす

る専門分野についての幅広い基礎知識と専門知識を活かして人類社会の要請に主体的かつ実践的に対応できる能力に加

え，さらに以下に列挙した能力を身につけていると判断され，修士（工学）の学位が授与されます。 

１．電気工学・電子工学・通信工学・情報工学の分野及びその関連分野の専門的な知識を体系的に身につけ，それを

実際に応用する能力 

２．各自が専門とする分野において社会的観点及び学術的観点から重要とされる課題を解決するための方法の開発に，

自発的に取り組む能力 

３．技術開発グループの構成員として主体的かつ協調的に行動し，技術開発の推進に貢献する能力 

４．技術開発の成果を日本語や英語で発表し，報告や論文としてまとめる能力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本専攻博士前期課程では，十分な専門基礎知識と高度な専門知識を兼ね備え，急速に技術革新が進行している状況に

柔軟に適応しうる実践的な開発技術者を育成します。この目標を達成するため，本専攻では，以下のようにカリキュラ

ム・ポリシーを設定しています。 

１．電気工学・電子工学・通信工学・情報工学の各分野にまたがる幅広い講義科目を用意し，各自の専門に関する高

度な知識，及び専門以外の関連分野に関する幅広い知識を教授します。 

２．教員の指導の下に，社会的観点及び学術的観点から重要な研究課題に取り組むことで，課題解決能力を涵養する

とともに，自発性・主体性・協調性等の技術開発の心性を開拓します。 

３．国内外の学会での研究発表を経験させ，コミュニケーション能力を涵養します。 

４．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育能力を高める経験を積む機会を用意しています。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本専攻博士前期課程では，以下のような学力と意欲を有する人を受け入れます。 

１．電気工学・電子工学・通信工学・情報工学のいずれかの分野の基礎学力を有する人 

２．専門分野をより深くかつ幅広く修得し，人類社会の諸問題や産業界の要請を勘案した実践的な観点から，技術開

発を行うことに熱意と意欲を持っている人 

 

電気電子情報工学専攻 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士後期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，提出した博士論文が専攻内規に則って審査され合

格と判定された者は，同専攻博士前期課程のディプロマ・ポリシーに掲げた能力，すなわちその対象とする専門分野に

ついての体系的な専門知識を活かして主体的かつ実践的に技術開発を行いうる能力に加え，さらに以下に列挙した能力

を身につけていると判断され，博士（工学）の学位が授与されます。 



  

  

１．電気工学・電子工学・通信工学・情報工学の分野及びその関連分野の学術的知識を体系的に深く理解し，それを

教授する能力 

２．各自が専門とする分野において社会的観点及び学術的観点から重要とされる課題を発見し，これを解決するため

の方法を開発し，さらに実用へと展開させる能力 

３．研究開発グループのリーダーとして，グループをまとめ，研究開発を主導する能力 

４．研究開発の成果を国際会議等で発表し，他の研究者との討議を通して，最終的に学術論文としてまとめる能力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本専攻博士後期課程では，高度な学術的知識を体系的に深く理解し，人類社会の諸問題の解決に向け，未来を開拓す

る先端的研究開発に従事する研究者を育成します。この目標を達成するため，本専攻では，以下のようにカリキュラム・

ポリシーを設定しています。 

１．電気工学・電子工学・通信工学・情報工学の各分野の高度な講義科目を用意し，高度な最先端の学術的知識を教

授します。 

２．教員の助言の下に，社会的観点及び学術的観点から重要な研究課題を探索し，この研究課題に学部生や博士前期

課程の大学院生を率いて取り組むことで，高度な研究遂行能力やグループ運営能力を涵養するとともに，自発

性・主体性・創造性・協調性等の研究開発の心性を開拓し，さらに学術的知識を教授する能力を育成します。 

３．国際会議での研究発表を経験させ，国際的コミュニケーション能力を涵養します。 

４．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用意していま

す。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本専攻博士後期課程では，以下のような学力と意欲を有する人を受け入れます。 

１．電気工学・電子工学・通信工学・情報工学のいずれかの分野の高度な学力を有する人 

２．社会的観点及び学術的観点から重要な課題を発見し，それらの課題の解決に向けた先端的な研究開発に取り組む

ことに熱意と意欲を持っている人 

３．各専門分野において国際的に活躍することを目指している人 

 

応用化学専攻 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士前期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，かつ提出した修士論文が専攻内規に則って審査さ

れ，合格と判定された者は，下記の能力を身につけていると判断され，修士（工学）の学位が授与されます。 

１．新規機能性材料の創製，又は環境・エネルギーに関する技術革新に貢献できる高度な専門知識を身につけ，活用

する能力 

２．各自が専門とする分野において産業的及び学術的観点から重要とされる課題を解決できる研究推進能力 

３．研究の成果を日本語や英語で発表し，論文としてまとめる能力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本専攻博士前期課程では，我々の日常生活をより豊かにする新規機能性材料の創製をするための，又は地球環境の保

全に寄与しエネルギー問題を解決するための高度な専門知識と研究開発能力を有する主体性に富んだ技術者・研究者を

育成します。この目標を達成するため，本専攻では以下のようなカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．学部で学んだ化学の基礎となるコア科目(物理化学，無機分析化学，有機化学)３つのうち，２つを必修として基

礎力を充実させ，更に，先端的な専門分野科目によって高度な専門知識を教授し，これらを活用する能力を涵養

します。 

２．指導教員からの研究指導の下に，産業的及び学術的観点から重要とされる課題に取り組むことで，研究推進能力

を涵養します。 

３．博士前期課程２年次の中間報告，国内外の学会発表，及び修士論文の作成によって研究の成果を発表し，論文と

してまとめる能力を涵養します。 

４．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育能力を高める経験を積む機会を用意しています。 

 



  

  

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本専攻博士前期課程では，以下のような学力や意欲を有する人を受け入れます。 

１．基礎化学及び英語の基礎学力，さらに物理化学，有機化学，無機化学，分析化学，工業物理化学，高分子化学の

いずれか２つの専門分野における基礎学力を有する人 

２．化学の本質と最先端技術をより深く学び研究したいという意欲に溢れている人 

３．将来さまざまな分野で研究者・専門技術者として活躍したいと希望している人 

 

応用化学専攻 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士後期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，かつ提出した博士論文が専攻内規に則って審査さ

れ，合格と判定された者は，下記の能力を身につけていると判断され，博士（工学）の学位が授与されます。 

１．新規機能性材料の創製，又は環境・エネルギーに関する技術革新に貢献できる高度な専門知識を深く理解し，新

たな研究分野を提案する能力 

２．各自が専門とする分野において産業的及び学術的観点から重要とされる課題を見出し，これを解決できる研究能

力 

３．研究の成果を日本語や英語で発表し，他の研究者と討議を通して，最終的に英語で学術論文をまとめる能力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本専攻博士後期課程は，新規機能性材料の創製，又は環境・エネルギーに関する技術革新に貢献できる高度な専門知

識を深く理解し，産業的及び学術的に重要な新たな研究分野を開拓できる研究者を育成します。この目標を達成するた

め，本専攻では以下のようなカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．先端的な専門分野における高度な学術的知識を教授し，新たな研究分野を提案する能力を涵養します。 

２．指導教員の助言の下に，産業的及び学術的に重要な研究課題を自ら設定し，研究を推進する能力を涵養します。 

３．博士後期課程２年次の中間報告，国内外の学会発表によって他の研究者と討議する能力を涵養し，また，博士論

文及び英語で書かれた学術論文の作成によって研究の成果を日本語や英語でまとめる能力を涵養します。 

４．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用意していま

す。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本専攻博士後期課程では，以下のような学力や意欲を有する人を受け入れます。 

１．物理化学，無機・分析化学，有機・高分子化学のいずれかの分野における高度な学力，及び英語の活用能力を有

する人 

２．既存の分野での研究者・専門技術者としての知識と技術を修得するにとどまらず，新たな分野を開拓する能力を

修得したいと希望している人 

 

経営工学専攻 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士前期課程では，科学的手法・技術に基づいて問題解決する実践的システム技術者を育成します。本専攻の

カリキュラムにおいて所定の単位を修得し，提出した修士論文又は特定課題の成果が審査で合格と判定された者は，以

下の目標を達成していると判定され，修士（工学）の学位が授与されます。 

１．専門知識として自然科学，情報活用技術等を有し，論理的・数理的思考能力の基盤が強固に築かれており，これ

に基づいて社会・産業に関わる問題を解決するシステムを設計できる。 

２．外国語の基礎力を有したうえで，伝統・文化に関わる教養，自己表現能力，コミュニケーション能力を有し，リ

ーダーシップを発揮して他者との協同作業を円滑に遂行できる。 

３．課程修了後も継続的に自己研鑽に努め，未来社会の発展に主体的に取組む能力と意欲を持っている。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本専攻博士前期課程では，科学的手法・技術に基づいて問題解決する実践的システム技術者を育成するため，以下に



  

  

示す方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。本専攻の教育課程表では，問題意識を持って，幅広い豊かな教

養のもとに深い専門的知識を学修できるように，主に対象とする領域を４部門に分けて教育課程を構成しています。こ

れにより，実務につながるシステム技術者の教育を実践しています。 

１．対象分野の専門知識を有し，産業に関わる実問題の解決能力の養成を主眼として，次の２部門を配置しています。 

① 経営管理システム工学：管理システム構築のための経営科学と高度な経営管理技術を兼備。 

② 生産システム工学：生産合理化を目指す体系的手法と高度な生産システム技術を兼備。 

２．自然科学，情報活用技術等の専門知識を有し，社会に関わる実問題を解決するための論理的・数理的思考能力の

養成を主眼として，次の２部門を配置しています。 

① 数理情報システム工学：情報という社会基盤を創成する理論と高度な数理情報システム技術を兼備。 

② 情報システム工学：情報システム構築のための方法論と高度な情報システム技術を兼備。 

３．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育能力を高める経験を積む機会を用意しています。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本専攻博士前期課程では，以下のような学力と意欲を有する人を受け入れます。 

１．本専攻分野である経営工学又は情報システム学における，経営管理・生産・数理情報・情報等に関わる基礎学力

を有する人 

２．未来社会を豊かにする新しいシステムを主体的に開発・発展させたいという強い意欲を持つ人 

３．経営工学又は情報システム学の分野において優れた資質を持つ人 

４．異分野で優れた資質を持ち，それを本専攻の分野に展開する意欲と能力を持つ人 

 

経営工学専攻 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士後期課程では，最先端の最適化技術，システム技術を先導的に推進する能力を身につけ，広く社会で活躍

する研究者，教育者，高度専門技術者を育成します。本専攻のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，提出した博

士論文が審査で合格と判定された者は，以下の目標を達成していると判定され，博士（工学）の学位が授与されます。 

１．前期課程に記載の目標をさらに強固に達成している。 

２．新技術の開発を行うことができる研究者，教育者，高度専門技術者として，その第一歩を踏み出したと認められ

る研究成果を出している。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本専攻博士後期課程では，最先端の最適化技術，システム技術を先導的に推進する能力を身につけ，広く社会で活躍

する研究者，教育者，高度専門技術者を育成するため，以下に示す方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．博士前期課程と同様に，本専攻で主に対象とする領域を４部門に分けて配置し，問題意識を持って学修できるよ

うにしています。 

２．本専攻分野の特質から，指導教員の中に十分な実務経験を有する複数の研究者を配置して，理論教育・研究はも

ちろんのこと，実務に根差した教育にも力を注いでいます。 

３．講義・演習科目を受けるだけでなく，TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，研究者，教育者，高度専門

技術者としての教育・研究能力を高める経験を積む機会を用意しています。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本専攻博士後期課程では，以下のような学力と意欲を有する人を受け入れます。 

１．本専攻分野である経営工学又は情報システム学における，経営管理・生産・数理情報・情報等に関わる高度な学

力を有する人 

２．経営工学又は情報システム学の分野において優れた資質を有し，これをさらに練磨したいと強く望んでいる人 

３．本専攻分野である経営工学又は情報システム学において，広く社会で活躍する研究者，教育者，高度専門技術者

を目指す強い意欲を持つ人 

 

 



  

  

建築学専攻 博士前期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士前期課程では，本専攻のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，修士論文又は特定課題についての研

究成果の専攻内規に則った審査及び最終試験に合格と判定された者は，以下に掲げる目標を達成していると判定され，

修士（工学）の学位が授与されます。 

１．安全，快適で使いやすく感動を呼ぶ持続可能な空間・環境を創造することができる 

２．積極的に社会と関わり合い，様々な機能と諸技術，そして美とを調整，総合化を主体的に図ることができる 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本専攻博士前期課程では，「様々な機能と諸技術，そして美とを調整し，それらの最善の総合化を図ることによって，

人間の多様な営みにとって使いやすく，安全で快適，かつ感動を呼ぶ持続可能な空間や形態・環境を創造すること」と

いう『建築の目的』を達成できる人材として，「先端的知識を要求される問題にも直ちに参加できる技術者，専門家を

育成」するため，以下に示す方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．持続可能な空間・環境を創造するために，①主として安全で持続可能な空間を創造するための建築構造に関する

専門分野，②主として使いやすく感動を呼ぶ持続可能な空間・環境を創造する事や町並み等の建築文化財を後世

に伝えるための建築デザインに関する専門分野，③主として快適で持続可能な空間・環境を創造するための建築

環境に関する専門分野の中から，各自の専門及び専門以外の関連分野に関する高度の知識を教授します。 

２．教員の指導の下に，社会的観点及び学術的観点から重要な研究課題に取り組むことで，積極的に社会と関わり合

い，様々な機能と諸技術，美とを調整，総合化を主体的に図ることができる能力を育成します。 

３．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育能力を高める経験を積む機会を用意しています。 

以上のカリキュラムは，本学工学部の建築学科プログラムと連動して，１級建築士等の資格を取得する事が可能

なプログラムとなっています。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本専攻博士前期課程では，以下のような学力や意欲を有する人を受け入れます。 

１．建築計画，建築環境・建築設備，建築法規，建築構造，建築施工の各分野における十分な基礎学力を有する人 

２．様々な機能と諸技術，そして美とを調整，総合化を主体的に図ることのできる人 

３．使いやすく，安全で快適，かつ感動を呼ぶ持続可能な空間や形態・環境を創造することのできる人 

４．研究成果を学会に発表したり，設計競技に応募したり，あるいは町に出て町の人たちと力を合わせて町づくりに

参加する等，積極的に社会と関わり合いを持つ意欲のある人 

５．１級建築士，構造設計１級建築士，設備設計１級建築士，１級施工管理技師，技術士等の資格修得を目指す人 

 

建築学専攻 博士後期課程 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士後期課程では，本専攻のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し，博士論文についての研究成果の専攻

内規に則った審査及び最終試験に合格と判定された者は，以下に掲げる目標を達成していると判定され，博士（工学）

の学位が授与されます。 

１．建築学における高度な学力を有する 

２．自ら新たな問題を発掘し，それを解決する意欲を持つ 

３．安全，快適で使いやすく感動を呼ぶ持続可能な空間・環境を社会との関わりの中で創造することができる 

４．研究者ならびに高度専門技術者として建築の各専門分野で活躍できる能力を身につける 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本専攻博士後期課程では，上記の『建築の目的』を達成できる人材として，「研究者・高度専門技術者を育成」する

ため，以下に示した方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．美しく安全で快適な建築空間の創造・都市や地域のゆたかな生活環境の探求と改善・建築文化の創造と継承等を

すすめる人材を育成するのに必要な学術的知識を，①主として安全で持続可能な空間を創造するための建築構造

に関する専門分野，②主として使いやすく感動を呼ぶ持続可能な空間・環境を創造する事や町並み等の建築文化



  

  

財を後世に伝えるための建築デザインに関する専門分野，③主として快適で持続可能な空間・環境を創造するた

めの建築環境に関する専門分野の中から，各自の専門に関する高度な最先端の学術的知識を教授します。 

２．自主性を大切にしつつ，教員の助言の下で，様々な機能と諸技術，美とを調整，総合化を主体的に図ることがで

きるよう，社会との結びつきを重視しながら研鑽を積みます。 

３．研究成果を学会に発表することや，設計競技に応募，あるいは町に出て町の人たちと力を合わせて町づくりに参

加し，町並み等の建築文化財を後世に伝える活動をする等，実社会の専門技術者と対等に競り合う経験を持ちま

す。 

４．TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで，教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用意していま

す。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

本専攻博士後期課程では，以下のような学力や意欲を有する人を受け入れます。 

１．建築計画，建築環境・建築設備，建築法規，建築構造，建築施工の各分野における高度な学力を有する人 

２．自ら新たな問題を発掘し，それを解決する意欲を持つ人 

３．研究者ならびに高度専門技術者として建築の各専門分野で活躍することを目指す人 



  

  

   

工学研究科は，教育研究上の目的を達成するため，研究科・専攻の基本方針に基づき，科学技術の未来を支える優れた

専門的研究・開発能力を持つ高度研究者又は高度専門的知識・能力・技術を持つ高度専門職業者を育成していきます。こ

のため，工学研究科のカリキュラムは，以下に記す諸点をもとに組み立てられていますので，各専攻におけるカリキュラ

ム・ポリシーを参考に，履修計画を作成することが必要です。 

 

（1）各専攻においては，複数の部門にわたって多様な研究開発と教育指導を行っています。それぞれの部門には，前期，

後期ごとに講義，演習，実験などの授業科目を配当しています。 

（2）博士前期課程においては，講義科目として「特論」，演習・実験科目として「輪講・特別研究」，「輪講・特別実験」，

「輪講・特別製図」など，専門性を深める科目を体系的に履修できるよう配慮しています。また，各専攻共通の講義

科目として「実践科学技術英語」，「応用数学」・「応用物理」の自然系科目，インターンシップ科目「学外研修」を配

置し，さらに，他研究科及び工学研究科他専攻の科目も履修できるようにしています。 

学生は，所属する専攻の科目のうち，自己が最も専門に研究しようとする科目を選び，その科目を担当する教授（指

導教授という）から，所定の単位を修得しながら，研究全般の指導を受けます。 

（3）博士後期課程においては，「特殊研究」など，創造性を豊かに高める科目が履修できるようにしています。 

学生は，所属する専攻の科目のうち，自己が最も専門に研究しようとする科目を選び，その科目を担当する教授（指

導教授という）から，所定の単位を修得しながら，研究全般の指導を受けます。 

（4）所定の単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた上で，論文あるいは特定の課題についての研究成果審査及び最終

試験に臨むようにしています。 

（5）研究開発した結果を，国内外の学会で発表することを強く求めています。また，これら学会発表や論文あるいは特定

の課題についての研究成果の中間審査を通し，論文記述能力ならびにプレゼンテーション能力育成のための指導を行

います。 

（6）研究開発能力だけでなく，教育者としての教育能力を高めることのできる TA（ティーチング･アシスタント）に就く

機会を用意しています。 

（7）一般社会が本研究科や本大学院生に求める社会的ニーズを体得でき，さらに，人間形成に貢献するインターンシップ

活動（学外研修）を，指導教授の指導の下で実行する機会を用意しています。 

教育研究上の目的（神奈川大学大学院工学研究科規程より抜粋） Ⅰ 履修案内 



  

  

  

博士前期課程 学修の流れ 

学 年 月 事     項 備     考 

オリエンテーション   

研究テーマ・指導教授決定   

関連する学会での研究発表（～3月）   

講義科目（16 単位） 

1 年次 4 月 

履修登録 
演習・実験科目（4単位） 

論文提出要件：指導教授の演習科目を含めて 20 単位以上修

得すること 

講義科目（22 単位） 
4 月 履修登録 

演習･実験科目（8単位） 

修了要件：2年次修了までに 30 単位以上修得すること 

修了見込証明書発行基準：2年次に在学し 20 単位以上を修

得していること 

5 月 語学認定試験受験 （論文提出要件） 

6 月 論文計画書提出 論文タイトルや概要を決定する 

修士論文審査員決定 修士論文審査員（主査・副査）が決定される 
12 月 

論文提出準備 作成要領をもとに準備する 

1 月 修士論文発表会講演論文原稿提出 A4 判，4ページ 

論文提出   
2 月 

最終試験 専攻の公聴会 主査・副査により口述試験が実施される 

2 年次 

3 月 学位授与式   

長期履修学生，早期修了希望者は，「学修フローチャート」を参照して下さい。 

 

博士前期課程 中間発表会・中間審査等について 

各専攻においては，論文提出年次の定められた時期に中間発表会・中間審査等が行われている。 

（目安） 

機械工学       2年次の6月：中間審査 

電気電子情報工学   2年次の8月：中間審査 

応用化学       2年次の6月：中間審査 

経営工学       2年次の11月：事前審査 

建築学        論文提出年次の11月：中間発表会 

 

Ⅱ 学修の流れ 



  

  

博士後期課程 学修の流れ 

学年 月 事     項 備     考 

オリエンテーション   

研究テーマ・指導教授決定   

講義科目 指導教授の講義を履修・単位を修得する 
履修登録 

演習科目（4単位） 指導教授の演習を履修・単位を修得する 

1 年次 4 月 

関連する学会での研究発表（～3月）   

講義科目 指導教授の講義を履修・単位を修得する 
履修登録 

演習科目（8単位） 指導教授の演習を履修・単位を修得する 2 年次 4 月 

関連する学会での研究発表（～3月）   

講義科目（8単位） 
修了要件：3年間で 20 単位以上修得すること（指導

教授の演習を含む） 4 月 履修登録 

演習科目（12 単位） 指導教授の演習を履修・単位を修得する 

5 月 語学認定試験受験 （論文提出要件） 

6 月 論文計画書提出 論文タイトルや概要を決定する 

11 月 論文提出準備 作成要領をもとに準備する 

12 月 博士論文審査員決定 博士論文審査員（主査・副査）が決定される 

論文提出   
1 月 

博士論文発表会講演論文原稿提出 A4 判，10 ページ 

1 月～2月 最終試験 主査・副査により口述試験が実施される 

2 月 公聴会   

3 年次 

3 月 学位授与式   

 

 

博士後期課程 中間発表会・予備審査等の日程 

各専攻においては，論文提出年次（または論文提出年次の前年次）の定められた時期に中間発表会・予備審査等が行わ

れている。 

（目安） 

機械工学      3年次の10月（9月期修了希望者は4月）：予備審査 

電気電子情報工学  3年次の8月（9月期修了希望者は2月）：予備審査 

応用化学      2年次の11月：予備審査 

経営工学      2年次の12月：予備審査 

建築学       論文提出年次の11月：中間発表会 

 

 

 



応化
(11月)
経工
(12月)

５月

６月

10月

博士後期課程

中間審査等

講演論文集作成

論文・特定課題提出 １月１月

最終試験・公聴会

学位授与

研究テーマ・指導教授決定 ４月
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中間審査等

語学認定試験
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建築・経工（11月）
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工学研究科　学修フローチャート
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語学認定試験 ５月

論文提出・講演論文集作成

最終試験

予備審査等

早期修了希望届提出

論文・特定課題計画書提出
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秀 ９０点以上 所期の目標を十分に達成し，特に秀でた成績を示している。 合 格 

優 ８０点以上 所期の目標を十分に達成し，優れた成績を示している。 合 格 

良 ７０点以上 不十分な点があるが，所期の目標をほぼ達成している。 合 格 

可 ６０点以上 所期の目標の最低限は満たしている。 合 格 

不可 ６０点未満 いくつかの重要な点において所期の目標を達成していない。 不合格 

 

 

  

修士論文評価基準 

１．当該研究領域における修士としての必要な知識を修得し，その領域における問題を的確に把握し解明する能力を

身に付けているか。 

２．申請された学位に対して研究テーマの設定が妥当なものであるか，論文作成に当たって，そのテーマを踏まえた

明確な問題意識を有しているか。 

３．論文の記述（本文，図，表，引用，文献リストなど）が適切かつ十分であり，明瞭にして一貫した論理構成を備

え，明確かつ妥当な結論を得ているか。 

４．設定したテーマの研究に際して，適切な研究方法（調査，実験，論証など）が採用され，論文ではそれに則った

具体的かつ的確な分析又は考察がなされているか。 

５．当該研究領域において，理論的又は実証的な見地から，一定レベル以上の水準に達しているか。 

６．設計の場合は，上記１～５の条件に同等の対応が出来ているか。 

 

博士論文評価基準 

１．研究者として自立して研究活動を行うに足る，又は高度の専門性が求められる社会の各分野において活躍しうる

高度の研究能力と豊かな学識が身に付いているか。 

２．適切なテーマ設定が行われ，明確な問題意識に基づき，的確な方法によって研究がなされているか。 

３．学術論文として明確かつ緻密な論理性を備えるとともに，学術論文にふさわしい記述方法が選択され，かつ明瞭

にして妥当な結論が得られているか。 

４．論文は，当該研究領域において独創的な内容を有しているか。 

５．当該研究分野において，博士に相応しい貢献をなしたか。 

 

特定の課題についての研究成果評価基準 

≪経営工学専攻≫ 

１．当該研究領域における修士としての必要な知識を修得し，その領域における問題を的確に把握し解明する能力を

身に付けているか。 

２．申請された学位に対して特定課題の設定が妥当なものであるか，成果報告（文書または他の媒体）作成に当たっ

て，その課題を踏まえた明確な問題意識を有しているか。 

３．成果報告（文書または他の媒体）の表現が適切かつ十分であり，明瞭にして一貫した構成を備え，妥当な完成度

を備えているか。 

４．設定した特定課題の研究に際して，適切な方法（調査，分析，レビュー，制作など）が採用され，成果報告では

それに則った具体的かつ的確な考察がなされているか。 

５．当該研究領域において，問題解決の見地から，一定レベル以上の水準に達しているか。 

≪建築学専攻≫ 

１．当該研究分野における修士としての必要な知識を修得し，必要に応じ当該研究分野における問題を的確に把握し，

１ 科目試験について 

Ⅲ 成績評価について 

２ 論文試験について 



  

  

分析し，考察し，解明する能力を身に付けているか。 

２．申請された学位に対して特定の課題の設定が妥当なものであるか，その特定の課題を踏まえた明確な問題意識を

有しているか。 

３．設定した特定の課題の研究に際して，適切な計画を立て，妥当な手法が採用されているか。 

４．研究成果の表現が適切でありかつその内容が十分であり，当該研究領域において意義のある成果を得ているか。 

５．当該研究領域において，一定以上の水準に達しているか。 

 

 

 


